
教職員の皆様、日頃から障害学生支援センターへのご助力に感謝いたします。私は今年3月末に退職いたしました
（前）障害学生支援センター長の前田です。本来なら新しいセンター長に執筆願うべきところですが、平成２６年
以来センター長を担ってきましたので、締めのあいさつとして書かせていただきます。
　さて、これまでの障害学生支援センターの主な活動内容は、①障害がある学生さんへの修学支援および大学生活
支援、②障害学生支援委員会の開催、③鹿児島大学バリアフリーマップの作成、④障害学生支援に係るガイドブッ
クの作成、⑤シンポジウム、セミナーの開催、⑥学内外の関係組織との連携、⑦障害学生の進学および就職支援、
⑧学内の環境整備など多岐にわたり、その活動実績は本センターニュースに記載の通りです。年々増える支援内容
に対して、センターのスタッフは少ないですが、皆真摯に対応いただいており、頭が下がります。感謝しかありま
せん。また４月から新たにセンター長を和田信哉先生に、副センター長を片岡美華先生にお引き受けいただきまし
た。両先生ともお忙しい中、兼務をご了承いただき、ありがとうございます。何卒よろしくお願いいたします。
　ところで、今年2月19日に「鹿児島大学 ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン推進宣言」が発出され
ました。内容は皆様ご存じかもしれませんが、改めて提示させていただきます。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
　鹿児島大学は、鹿児島大学憲章の精神に則り、学問の自由と多様性を堅持しつつ、自主自律と進取の精神を尊重
し、地域とともに社会の発展に貢献する総合大学をめざしてまいりました。
　鹿児島大学男女共同参画基本理念である「一人ひとりが伸びやかに、自分らしく輝くために」を新たなステージ
に発展させるべく、ここにダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン推進を宣言します。
1. 鹿児島大学は、性別や国籍、年齢や障がいの有無などにかかわらず、多様な人々が互いを認めあい、安心して共
生できる環境をめざします。
2. 鹿児島大学は、誰もが自分らしく学び合う大学であるため、多様な人々が対等に関わりあいながら協働し、
個々のニーズにあわせた支援やリソースへの公平なアクセスができるようなキャンパスをめざします。
3. 鹿児島大学は、共生社会におけるバリアの解明と解決をめざし、異なる価値観に触れることで自らを啓発し、発
展していけるような組織文化の醸成に取り組みます。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
　皆様にはぜひこの宣言の内容をご理解いただき、より良き学生支援に繋げていただくことを切に願っておりま
す。「OLD SOLDIERS
NEVER
DIE,
THEY
JUST
FADE
AWAY」（老兵は死なず、ただ消え去るのみ）、私は大学
を去りましたが、障害学生支援センターの今後の益々のご発展を祈念しております。

〒890-0065鹿児島市郡元1-21-30共通教育棟1号館2階修学支援室（障害学生支援センター）
TEL&FAX:099-285-3287
E-mail:learning-support@km.kagoshima-u.ac.jp
URL:learning-support@km.kagoshima-u.ac.jp

「今後もより良き学生支援の実現のため、皆様のご協力をお願いいたします」
                                                              （前）障害学生支援センター長　前田雅人
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5月23日（金）に県内高等教育機関の障害学生支援担当者を対象とした情報交換会をオンライン開催しました。
本会は、県内大学等における支援体制や合理的配慮の取組、課題を共有し、連携体制の強化を図ることを目的と
して実施されました。当日は10大学22名が参加し、アンケート結果の共有や意見交換を行いました。事後アンケ
ートでは満足度が高く、全員が今後の開催継続を希望し、年1～2回程度の実施や事例検討など実務的な内容への
ニーズが示されました。今後も継続的な情報共有の場として、大学間連携の一層の強化が期待されます。

令和7年度鹿児島県内の障害学生支援に関する情報交換会

巻頭言

開催報告
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開催報告

9月22日（月）、障害学生支援センター（修学支援室）とキャリア形成支援センター

の主催、東京大学障害と高等教育に関するプラットフォーム（PHED）および京都大学

高等教育アクセシビリティプラットフォーム（HEAP）の共催により、障害学生支援に

関する情報交換会を開催しました。当日は鹿児島県内の企業や高等教育機関、行政機

関、支援機関などから83名の方にご参加いただきました。第1部では、東京大学の近

藤武夫教授、松清あゆみ特任助教、京都大学の村田淳准教授によるATライブラリー

（支援機器の展示・実演）が行われました。また、本学理工学研究科情報科学専攻の

西村方孝准教授による、視覚障害者への超音波を用いた音声情報提供技術の実演も行

われ、参加者が実際に支援機器に触れながら理解を深める機会となりました。第2部で

は、近藤教授と村田准教授によるトークセッションが行われ、PHED・HEAPの取り組

みや、地域連携によるジョブ型・超短時間雇用といった多様な学生の就労支援の可能

性が語られました。話題提供では、TOTO株式会社の藤田浩史氏、鹿児島県商工労働

水産部雇用労政課の有村尚子氏・鳥越隆雄氏、本学障害学生支援センターの川添茜先

生よりそれぞれの取り組みや現状について発表がありました。その後のグループセッシ

ョンでは、異業種・異分野の参加者による活発な意見交換が行われました。今後の連

携や新たな取り組みに向けた前向きな声が多く聞かれ、地域の関係機関が気軽につな

がれる場を継続する重要性が改めて確認されました。

障がい学生支援シンポジウム2025

「鹿児島の障害学生支援と就労移行に関する情報交換会」

3月13日（金）に障害学生支援のための研修会を開催し、学内教職員および学生あわ

せて40名が参加しました。第1部では、当センターを利用した学生および卒業生3名に

よる体験発表が行われ、大学生活における困難やその克服、支援を通じた成長や実感

について共有されました。第2部では、障害学生支援センター長の前田雅人先生より

「障害学生支援センターの10年の歩みとその実践から」と題した講演が行われ、支援

の背景やこれまでの取り組みの経過、具体的な支援内容、関係部署との連携の重要

性、さらには今後の展望について紹介されました。参加者からは学生の生の声を通し

て、支援を受けた学生の実際の経験や、抱えていた不安・困難、その乗り越え方を具

体的に理解することができたとの意見が多く寄せられました。また、支援が学生生活に

与える影響について実例をもとに理解が深まり、支援の重要性を改めて認識したとの声

も多く見られました。さらに障害のある学生本人や支援担当者の思いに触れることで、

支援に向き合う姿勢や今後の関わり方についての示唆を得るとともに、大学として果た

すべき役割を再確認する機会となったとの意見が多く挙げられました。

令和7年度障害学生支援のための研修会開催報告

開催報告 令和7年度就活に不安のある学生のための就活準備講座

就活や働くことに不安がある学生向けの就職準備講座を年間６回開催し、延べ７３

名の学生が参加しました。うち５回は就労移行支援事業所のウェルビー株式会社と

連携した講座およびワークショップを開催し、就活や働くことに対する不安への向

き合い方や就活の流れ、インターンシップの勧め、職業選択の仕方、企業研究の始

め方などをテーマに講座を行っていただきました。また、１回は地域の支援機関を

紹介することを目的とし、鹿児島新卒応援ハローワーク、鹿児島障害者職業センタ

ー、かごしま障害者就業・生活支援センターと連携した講座を開催しました。各機

関の支援内容や利用方法の説明だけでなく、実際に新卒応援ハローワークで実施さ

れているワークも取り入れていただき、自己理解を深めることができる講座となり

ました。令和７年度はこれまでより多くの講座・ワークショップを開催することが

でき、多くの学生が参加につながりました。講座後の感想からは自己理解や企業研

究を深めたり、就活に取り組むきっかけとなったというような声が聞かれました。



開催報告

令和７年度は、鹿児島の障害学生支援と就労移行に関する情報交換会をきっかけに

県内企業や就労支援機関等とのネットワーク作りが少しずつ進んだと感じていま

す。その１つとして、鹿児島県商工労働水産部雇用労政課からのご紹介で、株式会

社トヨタ車体研究所の障害学生向けの学内企業説明会を開催することができまし

た。障害学生向けの学内企業説明会は初めての開催で、４名の学生（文系２名、理

系２名）が参加しました。会社のご説明の後、質疑応答の時間には積極的に質問を

する学生の姿が見られました。参加学生からは「会社のことを知れて良かった」

「質問時間を多くとっていただいて有難かった」「一緒に働くならという前向きな

姿勢についても知れてこんな企業もあるのだと安心できた」といった感想が聞かれ

ました。また、株式会社トヨタ車体研究所の方からも参加学生に対して肯定的なご

感想をいただき、学生と企業の方が直接交流することができる貴重な機会となりま

した。さらに、学内企業説明会から、企業見学会にもつながり、３名の学生が参加

しました。実際に企業を見学することで、会社で働くイメージを抱くことができた

と感じます。今後も企業との連携を深め、様々な企業と学生が直接交流できるよう

な企画を実施していきたいと思います。

㈱トヨタ車体研究所との連携　


障害学生向け学内企業説明会・企業見学会の実施
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開催報告

R７年度は８月と２月に２回の障害学生支援センターの学生同

士、ボランティア学生、スタッフ等の交流ワークを実施しまし

た。心理劇のウォーミングアップを中心に他者との関りの楽し

さを実感してもらうことを目的として行っています。どちらの回

にも学生は7名ずつ参加し「聞くより話すのが好き」「鬱屈と

した気持ちは解消された。」等自分の事に気づいたり、「積極

的に活動していた」「コミュニケーションの取り方は人それぞ

れ」等他者の個性や違いに気づくなど様々な気づきが得られま

した。今後も定期的に実施していけたらと思っています。

修学支援室交流ワーク

実績報告 1)来談者数（来室もしくは相談があり面談や支援につながった実数）

R7年度の来談者数は合計459名であった。学部

生、修士生、教職員、保証人、入学希望者のいずれ

の項目においても、前年度と比較して人数の増加が

確認された。

R7年度の来談学生についてJASSOの障害種別区分に準じて集計し

た結果、精神障害が最多であり発達障害がこれに続いた。また、

重複障害の来談も増加しており、本センターにおける重複障害は

すべて「発達障害と精神障害の重複」であった。R7年度は、発達

障害・精神障害・重複障害の3区分の合計が全体の約75％を占め

ている。



実績報告

R7年度障害学生支援

（来室）に関する連携実数

人数

教職員 38

保証人 13

外部機関 12

学生アルバイト 11

計 74

R7年度来室実数

人数

学部 82

修士 6

入学希望者 -

卒業生 5

計 93

実績報告

実績報告

3)面談件数

R7年度面談実数

人数

学部 137

修士 8

入学希望者 13

計 158

R7年度障害学生支援

（面談）に関する連携実数

人数

教職員 16

保証人 31

計 47

R7年度障害学生支援に

関する連携実数

人数

教職員 193

保証人 50

外部機関 26

学生アルバイト 7

その他 5

計 281

R7年度支援実数

人数

学部 152

修士 8

入学希望者 2

卒業生 8

計 170

2)来室件数（当センターに来られた件数）

令和7年度の来室件数は2,245件であり、令和6年度と比較して1.18倍の増加となった。内訳として、来室者の実人数は、学生・

卒業生が93名、教職員・保証人・外部機関・学生アルバイトが74名であった。学生本人の利用にとどまらず、それを取り巻く

関係者との連携機会も増加していることがうかがえる。こうした連携の広がりに伴い、来室件数は年々増加傾向にある。

4-1）支援件数（修学及び生活に関する支援件数）

令和7年度の面談件数は、1,029件で、学生が158

名、教職員及び保証人が47名であった。面談件数

は令和6年度の1.71倍と大幅な増加となっている。

学生支援の連携のため教職員、保証人との面談も増

えている。

令和7年度の支援実数は、学部生152名、修士課程学生8名、入学希望者2名、卒業生8名の計170名であった。また、障害学生

支援に関する連携実数は、教職員193名、保証人50名、外部機関26名、学生アルバイト7名、その他(就職活動中の学生等)5名

となっており、延べ281名との連携を行った。なお、令和7年度の支援件数は5,912件で、前年度比1.22倍と増加がみられ

た。外部機関との連携件数も増加しており、学内外の関係者と連携した支援体制の拡充が進んでいることがうかがえる。
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実績報告 4-2）令和7年度の支援内容詳細(件)

※緑色の項目はJASSOの調査項目にある支援。白色

はJASSOの調査項目にないセンター独自の支援によ

るもの。



実績報告

支援申請書申請人数

人数

学部 76

修士 2

計 78

活動報告

活動報告
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5)支援申請書提出件数

令和7年度の支援申請書提出は、1000件（申請人数78人）でした。令和6年度の提出

は660件（申請人数58人）であり、件数、申請人数ともに毎年度増加しています。

主な合理的配慮の内容として、「遅刻・欠席・早退時の配慮・情報保障」「座席指定

支援機器使用・気分不良時の配慮」「提出物に関する配慮」「重要事項の情報保障」

「グループ活動・発表の配慮」「授業形態に関する配慮」「気分不良時の配慮」等が

あります。

＊支援申請書は根拠があり合理的配慮の提供について必要であると判断された申請書

です。記載されている合理的配慮内容は提案ですので、講義内容によって変更や調整

が必要だと思います。変更や調整のご相談もぜひご連絡ください。

1)支援会議・協議会

～支援申請書提出の流れ～

2)令和7年度研修・講習会等の活動記録



募集

障害学生の修学支援のサポートしてくださる方を募集しています！！
　―有償ボランティア―

1.PCテイク・要約筆記・ノートテイク

2.学修支援・スケジュール管理

3.バリアフリー調査・バリアフリーマップ作成


　―無償ボランティア―

1.障害学生支援センター主催の情報交換会・タウンミーティング等での情報保障支援

2.障害学生支援センター主催の交流ワーク・就活セミナー等での学生支援

3.居場所活動


＊有償ボランティアはご自身の講義が入っていない時間に限ります。

＊支援希望の学生とのマッチングになります。必ずできるとは限りませんのでご了承ください。

＊詳細につきましてはお気軽にお問い合わせください。
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支援機器

学生ボランティアの募集～DIVERSITYある大学を共に創ろう

ボランティア登録フォーム↓

機器の説明やお試しもできますので、お気軽にお問い合わせください



案内

障害学生支援について理解を深めていただくための動画を、YouTubeにて公開しました。
この動画では、以下の内容などをわかりやすく紹介しています。
・合理的配慮の概要
・障害別学生の支援
　障害のある学生の皆さんはもちろん、支援に関心のある学生、教職員の皆さまにも
ご覧いただきたい内容となっています。ぜひお気軽にご覧いただきご活用ください。
▶ 動画はこちら
【https://www.youtube.com/channel/UCP3LwZrTm_Tr9OAfbUrCwxw】

障害学生支援に関する理解促進動画の公開


昨年度末に、前センター長の前田雅人先生がご退官されました。様々な面でお世話になり感謝してもし
きれませんが、今まで本当にありがとうございました。そして今年度より、新しいセンター長の和田信哉
先生と副センター長の片岡美華先生にお越し頂き、大変光栄に感じております。今後とも障害学生支援
センター・修学支援室の皆さまと支え合いながら業務に取り組んでいけたらと思います。
4月の多忙さに
追われ
気づけば5月も終わりに近づいています。休日ののんびりする時間を大切できたらと思います。
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